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ボーリング柱状図

調 査 名 新最終処分場整備に係る実施設計書及び最終発注仕様書等作成業務委託

事業・工事名 委 託 業 務 番 号  環 委 3 6 号

ボーリング名 B - 8 調査位置 福 島 県 耶 麻 郡 磐 梯 町 大 字 更 科 字 沼 平  地 内 北 緯 3 7 ﾟ  3 2 '  2 5 . 7 7 9 "

東 経 1 4 0 ﾟ  1 '  2 4 . 0 9 4 "発 注 機 関 会 津 若 松 地 方 広 域 市 町 村 圏 整 備 組 合 調査期間 平成 30年 7月 27日 ～ 30年 7月 31日

調 査 業 者 名
八千代エンジニヤリング株式会社

電話 ( 0 3 - 5 8 2 2 - 6 4 1 7 )
主任技師 星 野  雅 彦

現 場
代 理 人

吉 岡  岳 志
コ ア
鑑 定 者

佐 藤  典 仁
ボｰリング
責 任 者

田 中  昌 幸
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エンジン Y A N M A R ： N F D 1 3 ポ ン プ T O H O ； B G - 4総 掘 進 長   9.45m
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黒ボク状で腐植物を多量に混入する。表土 黒褐 －

礫はφ10mm以下の小礫が主体。含水は中位
にて、粘性は中位～やや小さい。

礫混じ
り砂質
ローム

茶

褐

－

全体に不均質であり、0.90～1.00m乳灰色
の浮石質部を挟む。また、1.55m付近より
若干の有機質を帯びる。
礫はφ50mm以下の角～亜角礫が主体。
含水及び粘性はは共に中位程度。

礫混じ
り砂質
シルト

茶褐
～黄
褐灰
～暗
褐

硬

い

全体に凝灰質を帯び、φ10mm以下の小礫を
点在する。
シルト分の混入が多く、所々で砂質シル
ト状を呈する部位を薄く挟む。
2.65～2.90m間は黄褐灰色。
含水は中位にて、若干の粘性を有する。

シルト
質微細
砂

暗灰
～黄
褐灰
～灰

緩い
～中
位

全体に固結度は低いが、凝灰角礫岩～火
山礫凝灰岩の様相を呈する。
また、礫の混入量及び固結度にややバラ
ツキが見られる。

安山岩の岩塊を点在しており、片状～200
mm前後の棒状コアにて採取されるが、ハン
マー打撃により濁った金属音を発するも
のから容易に割れるものまで多種である。

礫はφ40mm以下の角礫が主体であり、Max
φ60mm大を点在する。

マトリクスは細粒分の混入が多くシルト
質砂状となるが、所々でシルト分の混が
やや多い。
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ボーリング柱状図

調 査 名 新最終処分場整備に係る実施設計書及び最終発注仕様書等作成業務委託

事業・工事名 委 託 業 務 番 号  環 委 3 6 号

ボーリング名 B - 9 調査位置 福 島 県 耶 麻 郡 磐 梯 町 大 字 更 科 字 沼 平  地 内 北 緯 3 7 ﾟ  3 2 '  2 5 . 6 8 5 "

東 経 1 4 0 ﾟ  1 '  2 7 . 2 5 2 "発 注 機 関 会 津 若 松 地 方 広 域 市 町 村 圏 整 備 組 合 調査期間 平成 30年 7月 25日 ～ 30年 7月 27日

調 査 業 者 名
八千代エンジニヤリング株式会社

電話 ( 0 3 - 5 8 2 2 - 6 4 1 7 )
主任技師 星 野  雅 彦

現 場
代 理 人

吉 岡  岳 志
コ ア
鑑 定 者

佐 藤  典 仁
ボｰリング
責 任 者

田 中  昌 幸
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エンジン Y A N M A R ： N F D 1 3 ポ ン プ T O H O ； B G - 4総 掘 進 長   8.28m
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黒ボク状で腐植物を多量に混入する。表土 黒褐 －

上部0.65m付近までは若干の有機質を帯び
る。礫はφ10mm以下の小礫が主体であり、
maxφ50mm大を点在する。
含水は中位にて、粘性は中位～やや小さ
い。

礫混じ
り砂質
ローム

茶褐
～褐
灰

非
常
に
硬
い

全体に不均質であり、砂分の混入量にバ
ラツキが見られる。部分的にシルト質砂
状を呈する部位を薄く挟む。礫はφ30mm以
下の角礫が主体で、所々で混入量がやや
多い。
含水は中位にて、粘性は中位～やや小さ
い。

礫混じ
り砂質
シルト

暗乳
灰～
黄灰

硬

い

全体に固結度はやや低いが、凝灰角礫岩
～火山礫凝灰岩の様相を呈する。また、礫
の混入量及び固結度にバラツキが見られ
る。
色調変化が見られ、4.90m付近より暗灰色
となる。
安山岩の岩塊を点在しており、片状～100
mm前後の短棒状コアにて採取されるが、ハ
ンマー打撃により濁った金属音を発する
ものから容易に割れるものまで多種であ
る。
なお、3.30～4.00m間は硬質な岩塊から成
るが、亀裂が多く亀裂面は暗褐色に変色
している。また、5.65～6.30m間はやや軟
質な岩塊から成り、550mm前後の長棒状に
採取される。
礫はφ40mm以下の角礫が主体であり、Max
φ60mm大を点在する。
マトリクスは細粒分の混入がやや多く、
シルト質砂状となる。
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